
 

                                     2020 年 12 月 24 日 

地域奉仕・環境事業通信  №.１ 

『一人の力は小さくとも決して無力ではありません』  

                 “Even if it is small power, it never is worthless at all ” 

  2020-2021 地域奉仕・環境事業主任 藤好基子（大阪なかのしま） 

 

2020 年度はスタートから、コロナウイルスのパンデミックによって世界中が恐怖し、混乱しています。12

月になっても第３波で自粛生活が続いている状況の中、地域奉仕・環境事業は 3 密を避けて、諦めることなく

活動に取り組んでいる部・クラブもあることに感謝しています。 

  

＊事業計画：①SDGｓを引き続き学習し、理解を深め活動につなげる。 

      ②他団体、他部、他クラブ間の協働の働きを推奨します。 

      ③各献金の必要性を周知し、理解を深め資金申請を積極的に活用してください。 

      ④国際統一事業（UGP）ロールバックマラリアの理解 

 

＊献金目標額：CS 献金＝1.500 円 TOF 献金＝1,400 円 FF 献金＝800 円 RBM 献金＝800 円    

（すべて 1 人当たり） 

＊地域奉仕・環境事業委員会メンバー 

 直前主任：渡壁十郎（長浜） 

藤好基子（大阪なかのしま） 

次期主任：河原正浩（京都トップス） 

 オブザーバー：古田裕和理事（京都トゥービー） 

                            残り半年間ですが、宜しくお願いいたします。 

 

＜お知らせ＞ 

 １－FF 資金申請  ・特定非営利活動法人「I PLAY2020」資金申請があり事業委員会で協議した結果、 

支援資金 350.000 円を西日本区より送金致しました。 

 

２－CS 資金申請は、残念ですがございません。 

          難しい状況とは存じますが、資金申請を利用し新しい活動や継続活動を 

          活発に企画してください。 

          活動に大小はございません、出来るかぎりの応援を惜しみません。 



 ３－CS 事業活動報告  1,ウエストサポートの平安徳義会による「夏祭り」 

              京都部 ウエストクラブ 

              2,ウエストサポートの社会福祉法人みやこによる「夏祭り」 

              京都部 ウエストクラブ   

              3,「和歌山 YMCA クリーンキャンペーン」 

              阪和部 和歌山クラブ・紀の川クラブ 

 

＜TOF 献金について＞ 

  TOF（Time of Fast Global Project Fund）は、世界の飢餓に苦しむ人々のために、クラブ例会の食事を 

  抜きにしてその分の金額を国際に集め、その年度に定めた支援目標に捧げる奉仕活動です。途上国の民生 

  向上のため苦闘している YMCA を選ぶことが多いです。以下のように献金が利用されました。 

 

・ICM20（国際議会）は、新たに８つの「Time of Fast」プロジェクトを承認し、 

合計 118.036 スイスフランを提供しました。（www.Deepl.com/Translator(無料版)を使用） 

   

  20－01「女の子と若い女性のための安全な空間」  

       （ハイチ、ベーション・ヴィル（Horyzon）＝ 15.000 スイスフラン 

 

  20－02「限界のない遊び、イタリアのシデルノにおける障がいのある若者のためのスポーツと身体活動」 

       （YMCA シデルノ）＝ 12.036 スイスフラン 

 

  20－03「誰一人として置き去りにしない‐高齢者のためのウェルビーイングの開発」 

       （セロスラブリ ロシア YMCA ロシア）＝ 15.000 スイスフラン 

 

  20－04「インド各地で開催された ヤングピースメーカー」 

       （全国平和構築者協議会 YMCAｓ India）＝ 15.000 スイスフラン 

 

  20－05「洪水被災地の失業女性・若者のための生計プログラム」 

       （インド、ティルヴァラの地域）（YMCA と YMCA ティルヴィラ）＝ 15.000 スイスフラン 

 

  20－06「ラオス・ルアンババーンにおけるラオス学校、住宅改修プロジェクト」 

       （韓国全北地域（韓国チョンブク州）＝20.000 スイスフラン 

 

  20－07「自動・青少年の性的搾取の防止」 

       （コロンビア、ジラルド YMCA ボゴダ）＝ 15.000 スイスフラン 

 

  20－08「貧困地域の子どもたちへの注意喚起のためのティーン LT」 

       （ウルグアイ、モンテビデオ YMCA モンテビデオ）＝ 11.000 スイスフラン 



＜Week4Waste ベストの購入について＞ 

  今年度、ジェイコブ・クリステンセン国際会長が選んだワイズメンズクラブ国際協会のプロジェクトは 

  Week4Waste（ごみのための週）です。各部・各クラブにベスト購入をお願いいたしました。 

  すぐに予定がなくても検討し購入をしてくださったクラブや「国際協会の一員としてクラブで 

  購入を決めました」というクラブもあります。 

 

   ・金沢クラブ  ・名古屋クラブ  ・滋賀蒲生野クラブ  ・京都ウエストクラブ 

   ・紀の川クラブ＆和歌山クラブ  ・大阪河内クラブ  ・岩国みなみクラブ 

                                     （合計 152 着） 

  2021 年 4 月 18 日～24 日までの間で、街頭や公園、川や海岸でのごみを拾う日を 

ベストがあっても無くても部・クラブで企画してみてください。 

  

＊京都ウエストクラブ 

この期間（4 月 18 日～24 日）に京都木屋町通や鴨川でゴミを拾う日を予定している。 

  東陵クラブさんが取り組んでいらっしゃる毎夏の祇園祭の前後に四条通り周辺のゴミ清掃に 

有志が参加しているが、次年度も同活動に積極的にベストを着装して参加したい。 

 

＊紀の川クラブ＆和歌山クラブ 

 11 月 12 日に「和歌山 YMCA クリーンキャンペーン」を、JR 和歌山東口から YMCA 会館周辺を 

和歌山ライオンズクラブ・和歌山 YMCA 国際福祉専門学校学生（介護福祉科・日本語科） 

・YMCA 学院高等学校和歌山センター生徒・認定 NPO 法人和歌山 YMCA シードクラブの子供たち 

・和歌山 YMCA ユースボランティアリーダー・教職員・和歌山クラブ・紀の川クラブ  

約 50 名参加。事前に和歌山 YMCA が、自治会、所轄の警察、和歌山市に連絡し、了解を得て実施。 

和歌山 YMCA、和歌山クラブ、紀の川クラブが協力して 2021 年も春・秋の年 2 回程度実施予定。 

 

   ＊大阪河内クラブ 

    活動拠点の YMCA サンホーム（老人ホーム）の館内清掃をボランティアとして手伝っているが、 

    現在はコロナ感染予防で館内に入館できない状況であるが、入館が許されるようになったら 

    館内の窓ふきや廊下の清掃をベスト着装し行いたい。また、施設周辺の散歩道の清掃を予定。 

 

   ＊滋賀蒲生野クラブ 

    予定として、Week4Waste の 4 月 18 日～24 日の間に、八幡城址のお堀端、一柳記念館 

（Ｗ.M ヴォーリズ氏自宅あと）や近江兄弟社学園前の道路のゴミ拾いプロジェクトを計画中。 

 

 今は 3 密を避け年末年始は自粛生活を守り、感染者増加に慣れてしまった感覚を研ぎ澄ましましょう！ 

      全ての献金目標金額の合計は 4.500 円です。締め切りは 3 月 15 日です。 

   地域奉仕・環境事業の活動は、皆さまの献金で活動可能になります。締め切りまでに 

献金を忘れずご協力をお願いします。 


